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下記の記載内容に相違ありません。
	
	評価項目
	評価基準の概要（□に✓し必要事項を記入）

	審査内容
	施工
業者
の能力
	解体工事実績
	過去５年以内に解体実績はあるか
□有　　　　　□無

	
	
	自社管理監督体制
の確立
	自社により十分な管理監督体制が確立できるか
□できる
□できない（理由　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	産業廃棄物の処理実績（工事完成時にマニフェストE票まで添付）
	適正な分別解体、産業廃棄物処分について
□適正に施工できる
□適正に施工できない（内容　　　　　　　　　　　）

	
	
	アスベスト除去の実績
	過去５年以内に、アスベスト除去又はアスベスト建材の除去工事を請負った実績があるか（下請業者による施工でも請負があれば「有」としてよい）
□有　　□無（履行方法　　　　　　　　　　　　　）

	
	技術者の能力
	主任技術者の
解体工事実績
	過去５年以内に解体工事経験があるか
□有　　□無

	
	工事
提案
	環境への配慮
	作業機器の低騒音及びCO2低排出への配慮
□できる　　□できない（理由　　　　　　　　　　）

	
	
	
	現場周辺環境に配慮した施工は可能か
（建物外周養生、こまめな水撒き、現場廻り清掃を全て行えるか）
□できる　　□できない（理由　　　　　　　　　　）

	
	
	安全性への配慮
	重機使用時に監視要員（作業者でも可）を配置できるか
□できる　　□できない

	
	
	福利厚生提案
	提案には従業員などへの福利厚生を見込んであるか
（福利厚生：休日、休息、従業員の体調管理）
□見込んでいる　　　□見込んでいない

	
	
	
	退職金制度の利用はあるか
□行う　　　□行わない

	
	見積書
	見積金額
	見積金額　　□別紙貼付


※提案書審査項目における資格、実績を確認する資料については、事後審査時に提出する。
